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昭和63年

第 1，000号

-南小児童が人文字、1000"

「広報うえだJ1， 000号を記念して、

南小学校の 6年生全員に人文字を作っ

ても らいました。

市民の動き(1月1日現在)総人口117.961人(+62) 世帯数37.550世帯(-5) ( )内は前月比です。



市の歴史を刻み

続けて67年

上
田
市
が
誕
生
し
た
の
は
大
正
八
年
五
月
。
「
広
報
う
え
だ
」
は
、

そ
の
二
年
後
の
大
正
十
年
四
月
「
上
田
市
公
報
」
と
し
て
創
刊
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
六
十
七
年
。
市
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き

た
「
広
報
う
え
だ
」
は
、
今
回
で
千
号
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
問
、
上
田
市
は
近
隣
町
村
と
の
合
併
を
重
ね
、
現
在
は
人

口
十
一
万
七
千
人
余
と
、
東
信
地
方
の
中
核
都
市
と
し
て
発
展
し

て
い
ま
す
。
広
報
も
、
市
政
の
歩
み
と
と
も
に
市
民
と
市
政
を
結

ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
強
い
励
ま
し
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
今
ま
で
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
千
号
を
ひ
と
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
市
の
歩
み
や
広

報
へ
の
一
言
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
広
報
が
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
届
く

ま
で
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
-
}
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
愛

さ
れ
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
に
努
め
ま
す
の
で
、
多
く
の
ご

意
見
な
ど
を
秘
書
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

広報紙が広報のあゆみ

，000号に

「
広
報
う
え
だ
」

千
号
を
記
念
し
て

上
田
市
長
永
野

裕
貞

大
正
十
年
四
月
に
「広
報
う
、
え
だ
」

が
創
刊
さ
れ
て
か
ら
、
今
回
で
千
号

を
迎
え
ま
し
た
。

戦
中
、
戦
後
に
か
け
て

一
時
中
断

し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
日

ま
で
幾
多
の
歴
史
を
語
り
、
激
動
の

時
代
を
市
民
と
と
も
に
乗
り
越
え
て

き
た
市
政
の
記
録
を
見
る
と
、
感
慨

無
量
の
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

。
広
報
。
は
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
知
り
た
い
と
す
る
住
民
側
と
、
情

報
を
伝
え
た
い
と
い
う
行
政
側
と
の

接
点
で
あ
り
、
市
民
参
加
に
よ
る
健

全
な
市
一
政
を
進
め
る
上
で
、
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
重
要
な
使
命
を
担
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
広
報
の
使
命
を
十
分

に
認
識
し
、
市
民
生
活
の
向
上
と
市

政
進
展
に
つ
な
が
る
よ
う
な
広
報
づ

く
り
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

い
っ
そ
う
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広報うえ万63.2.1 [2] 

[>大正10年 4月15日(第 l号)

「上田市公報Jの題字で創刊。以後、 B5 

判(大学ノート大)で月 1回発行。配布は

隣組による回覧方式。

仁〉昭和15年 11月15日(第236号)

「上田市報」と題字を変更 o

b昭和19年|月 20日(第374号)

戦争の影響により廃刊。

[>昭和24年 11月15日(第375号)

「上田市公報」の題字で再刊(戦後の第 1

号)。

[>昭和34年 12月15日(第496号)

B 5判からタブロイド判(新聞紙の半分大)

になる。

[>昭和35年 4月28日(第500号)

回覧方式を改めて、全戸配布とする o

b昭和35年 10月15日(第506号)

「広報うえだ」と題字を変更。

b昭和49年 4月16日(第669号)

月2回(1日と16日) の発行となるo

b昭和50年 8月|日(第700号)

タブロイド判から現在のB5判になる o

b昭和59年 6月16日(第913号)

表紙にカラー写真を初めて採用o

b昭和62年 8月|日(第988号)

表紙など紙面を大幅に変えて、現在のスタ

イルに。



歴
史
か
ら
み
た
上
回

年

月

で

き

ご

と

大
正

8
・
5
マ
上
田
市
制
施
行
(
人
口
三
O
、
二
四
七

人
)

9
・
6
マ
北
塩
尻
駅
営
業
開
始
(
現
西
上
田
駅
)

叩
・

6
マ
上
田
温
泉
電
軌
、
青
木
線
・
川
西
線
営

業
開
始

叩
・
9
マ
城
下
村
合
併
(
人
口
三
O
、六

O
O人
)

ロ
・

6
マ
市
立
図
書
館
が
開
館

ロ
・

7
マ
上
田
市
水
道
落
成
式

ロ

-
H
マ
上
田
公
園
内
に
市
公
会
堂
完
成

日
・
8
マ
上
田
温
泉
電
軌
千
曲
川
鉄
橋
完
成

H
・
8
マ
鉄
骨
の
上
田
橋
完
成

日
・

8
マ
丸
子
軽
便
鉄
道
上
回
東
駅
営
業
開
始

日
・

5
マ
上
田

小
諸
聞
の
パ
ス
営
業
開
始

昭
和

2
・
9
マ
上
回
公
園
二
の
丸
橋
、
小
泉
橋
完
成

3
・
4
マ
市
営
陸
上
競
技
場
完
成

3
・
5
マ
市
営
野
球
場
完
成
マ
上
田
淑
泉
電
軌
、

北
東
線
(
上
回
|
真
田
)
開
通

3
・
叩
マ
北
小
学
校
開
校

や
ぐ
ら

4
・
7
マ
上
田
城
櫓
に
上
田
徴
古
館
開
館

4
・
山
マ
市
制
十
周
年
記
念
祝
賀

4
-
H
マ
鉄
骨
の
大
屋
橋
完
成

5
・
5
マ
上
回
で
県
下
初
の
メ
ー
デ
ー

6
・
叩
マ
上
田
飛
行
場
開
場
式
を
挙
行

7
・
叩
マ
上
田
城
築
城
三
百
五
十
年
祭
開
催

9
・
7
マ
上
田
商
工
会
議
所
、
原
町
へ
新
築

9
・
ロ
マ
文
部
省
、
上
回
城
跡
を
史
蹟
に
指
定

ロ
・
9
マ
上
団
長
野
聞
の
乗
合
パ
ス
開
業

日
・

7
マ
上
田
温
泉
電
軌
、
青
木
線
廃
止

。
上
田
市
。
誕
生
を
祝
っ
て
、
大
正

8
年
5

月
全
市
あ
げ
て
市
制
祝
賀
行
事
を
行
う
・

A上回飛行場での愛国39"信濃号*
命名式(昭和7年7月)

‘大正10年ごろの上田駅前風景

私と広報

甲田ゆかりさん
(25歳・)1/辺111T)

こ
れ
か
ら
も
H

市
民
登
場
d

を

広
報
を
読
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
上

田
を
よ
く
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す。

「現
在
、
市
で
こ
ん
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
か
」
な
ど
と
、
感
心
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
声
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
点
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
意

見
を
掲
載
し
、
親
し
ま
れ
る
紙
面
を

目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
話
題
を
豊
富
に
安岡荘敬さん
(71歳・新田)

昨
年
七
月
ご
ろ
、
広
報
を
と
じ
て

お
く
フ
ァ
イ
ル
を
全
戸
に
配
布
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
広
報
を
保
存

す
る
た
め
に
は
大
変
よ
い
こ
と
で
す
。

知
人
が
広
報
に
載
っ
て
い
れ
ば
、
関

心
を
も
っ
て
よ
く
読
み
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
読
ま
せ
る
と
い

う
観
点
で
い
え
ば
、
各
地
域
の
話
題

を
写
真
入
り
で
も
っ
と
掲
載
す
る
方

法
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

[3J広緩うえ万63.2.1 



年

月

で

き

ご

と

昭
和
同
・

5
マ
市
制
二
十
周
年
記
念
式

同
-
6
マ
木
の
古
舟
橋
完
成
(
二
年
後
に
流
失
)

日

・
4
マ
小
学
校
を
国
民
学
校
と
改
称

げ

-
9
マ
上
小
地
方
事
務
所
開
設

や
ぐ
ら

日
・
川
マ
上
田
城
の
南

・
北
檎
復
元
工
事
開
始

日

・
ロ
マ
小
県
一
蚕
業
学
校
焼
夷
弾
投
下
で
炎
上

m
・
8
マ
上
回
飛
行
場
が
空
襲
さ
れ
る
マ
終
戦

m
・
川
マ
米
占
領
軍
三
百
名
が
上
田
鐘
紡
工
場

に
進
駐

引
・
9
マ
上
回
商
工
会
議
所
再
発
足

n
・
4
マ
六

・
三

・
三
制
の
新
学
制
実
施
に
よ

り
、
六
小
学
校

・
一二
中
学
校
発
足

n
・
川
マ
市
制
三
十
周
年
祝
賀
行
事
挙
行
マ
上

田
城
の
南

・
北
櫓
復
元
完
成

M
-
4
マ
上
田
市
立
高
校
を
上
田
千
曲
高
校
と

改
称
(
お
年
3
月
に
県
立
へ
移
管
)

M
・
5
マ
上
回
繊
維
専
門
学
校
、
信
州
大
学
繊

維
学
部
と
な
る

お

・
ロ
マ
上
田
駅
改
築
完
成

お

・
l
マ
上
回
染
谷
丘
ク
ラ
ブ
、
全
日
本
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で

優
勝
(
以
後
三
年
連
続
優
勝
)

M
A

・
8
マ
神
川
橋
が
完
成

U
・
l
マ
上
回
電
報
局
が
新
局
舎
で
業
務
開
始

U
・
3
マ
安
楽
寺
八
角
三
重
搭
が
国
宝
に
指
定

幻

・
4
マ
上
田
市
営
産
院
が
開
設
さ
れ
る

m
-2マ
須
川
湖
で
全
日
本
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
|

ト
選
手
権
大
会
が
開
催

問

・
問
マ
駅
前
ビ
ル
完
成

問

・
4
マ
川
辺

・
塩
尻
村
合
併
(
人
口
五

O
、四

五
二
人
)

m
・
6
マ
市
営
プ
!
ル
完
成

太

に

よ

り

別

所

温

泉

に
も
多
く
の
学
童
が
集
団
疎
開
し
た

上回染谷丘クラブが全日本女子バスケットボール選手
権大会で昭和26年から 3年連続優勝

惨市制30周年を祝う旧市役所庁舎
(昭和23年)

昭和24年11月号から再刊
(B 5判)

ん

o
n
H
 

有
p
'
'
1
3

子

M

AmH一
什

叱
歳
古
川
川

「広
報
う
え
だ
」

一
0

0
0号
発
刊
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
去
年
四
月

に
転
入
し
て
以
来
、
広
報
を

「生
活

の
指
針
」
と
し
て
読
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
ず
驚
い
た

の
は
、

記
事
内
容
が
多
様
な
こ
と
。
い
ろ
い

ろ
な
情
報
が

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、

市
民

一
人
ひ
と
り
の
良

き

「指
標
紙
」
と
し
て

の
発
展
を
望

み
ま
す
。

ー

ん
羽

田以

ヘ
弘

主

J
F
F
b

去
JJK

G

鵬
ザ
ニ
ペ
説
本

し

祖国
v

J

刷
、
ぜ
司
毎
提

出

，
d
品
川
;

統制

唄

広
報
は
、
よ
く
読
み

i

凱

す
。
全
般
に
よ
く
で
き
て

う

い
る
と
思
い
ま
す
が
、

村

に
見
出
し
の
表
現
は
う
ま
い
と
思
い

ま
す
。
記
事
は
、
見
出
し
で
決
ま
る

と
い
う
ほ
ど
で
す
か
ら
・
・
・
。
「ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
で
走
っ
て
い
る
と
恥
ず
か

し
い
」
と
の
声
を
聞
き
ま
す
。
こ
れ

は
、
広
報
な
ど
で
の

P
R
か
効
い
て

き
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
今
後
も
、
さ

ら
に
脱
ス
パ

イ
ク
泌
動
を
広
報
で
就

け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

広報うえだ63.2.1 [4] 

生活の指針として



昭
和
初
・
6
マ
上
田
点
字
図
書
館
開
館

引
・

l
マ
上
団
長
野
間
国
道

一
八
号
線
の
舗

装
工
事
完
成

引
・

9
マ
村
川
・

泉
田
村
合
併
(
人
口
五
九
、

三

七
七
人
)

位
・

3
マ
泉
田
の
小
泉
部
落
が
分
市
し
て
川
西

マ
村
へ
(
人
口
五
七
、
八
八
六
人
)

位

-
8
マ
神
科
村
合
併
(
人
口
六
四
、
二
五
九
人
)

マ
上
田
松
尾
高
校
、
夏
の
全
国
高
校
野

球
大
会
に
初
出
場

回
・

4
マ
豊
殿
村
合
併
(
人
口
六
九、
ニ
九
二
人
)

M
・
4
マ
塩
尻
中
を
二
中
に
統
合
、
泉
田
中
と

川
辺
中
を
統
合
し
四
中
発
足
、
南
校

と
中
央
校
が
統
合
し
清
明
小
発
足

目
・

7
マ
小
県
蚕
業
高
校
全
焼
す
る

m
-
4マ
国
立
上
回
療
養
所
、
国
立
東
信
病
院

と
改
称

U
・
3
マ
産
業
道
路
新
設
工
事
完
成

幻
・
山
マ
山
本
鼎
記
念
館
完
成

問
・

4
マ
神
科
中

・
豊
殿
中
を
統
合
し
、
五
中

発
足

叩

・
8
マ
公
社
電
話
が
自
動
化
に
な
る

叩
・
リ

マ
上
田
市
民
会
館
完
成

ω
・
5
マ
天
皇
一
・
皇
后
両
陛
下
、
山
本
鼎
記
念

館
と
笠
原
工
業
ご
校
察

刊

-
6
マ
市
立
博
物
館
新
築
完
成

刊

-
H
マ
松
代
群
発
地
震
対
策
本
部
を
設
置

制

-
3
マ
国
道

一
四
四
号
線
神
科
バ
イ
パ
ス
開

通
(
上
川
原
柳
|
神
科
間
)

制

-
4
マ
本
州
大
学
開
校
(
現
長
野
大
学
)

引
・

6
マ
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
開
館

制
-
ハ
マ
上
田
郵
便
局
、
原
町

へ
新
築
移
転

上回公園でのメーデー

(昭和40年5月)
上回公園堀で子供魚つり大会

(昭和39年 3月)

市
公
会
堂
で
の
成
人
式
(
昭
和
町
年
1
月
)

企
海
野
町
通
り
の
七
夕
(
昭
和
刊
年
8
月
)

ん

日

川

1
f

迎

!

ー
あ
刈
沢
時
岡
山
川

決
め
ら
れ
た
紙
面
の
中

で
、
た
く
さ
ん
の
記
事
を

毎
回
読
み
や
す
く
編
集
し

て
あ
る
と
忠
い
ま
す
。
私
は
主
婦
の

立
場
で
、

健
康
メ
モ
、
訪
問
販
売
、

ゴ
ミ
に
関
す
る
記
事
な
ど
に
よ
く
目

を
通
し
て
い
ま
す
。
広
報
を
よ
く
読

ん
で
い
る
の
は
、

一
般
的
に
主
婦
や

お
年
寄
り
の
よ
う
で
す
が
、
私
の
注

文
と
し
て
は
、
も

っ
と
広
い
年
代
層

に
関
心
が
も
た
れ
る
広
報
で
あ

っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

広い年代を対象に

F
-
)
 

色
泉
明
小
義
川
、
川
崎
一〈
口
幻

長

(

い
ま
、
叶
有
者
ど
う
し
の

梢
の
つ
な
が
り
が
市
仰
れ
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
市
内
の
青
年

団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
活
動
内
容
を
、

広
報
に
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

な
の
で
・
・・
。

ま
た
、
市
内
の
「
史
跡
案
内
」
も

連
載
で
企
画
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

そ
れ
ほ
ど
有
名
で
な
い
、
ひ
っ
そ
り

し
丈
い
る
と
こ
ろ
を
中
心
に
。

青年団体の紹介を

[5J広報うえだ63.2.す



年

月

で

き
ご

と

昭
和
位

・
4
マ
本
州
女
子
短
大
開
校

(現
上
田
女
子

短
大
)

位

・
7
マ
市
庁
舎
、
現
在
地
に
新
築
移
転

位
・

川
マ
公
共
下
水
道
事
業
着
工

特

-
2
マ
上
田
商
工
会
議
所
旧
市
庁
舎
へ
移
転

伺
・

5
マ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

相
・

6
マ
県
営
上
田
野
球
場
完
成

相

-
mマ
第
一
次
卸
団
地
完
成

判

-
4
マ
上
田
丸
子
電
鉄
、
上
田
丸
子
線
廃
止

糾

・
9
マ
上
田
染
谷
丘
高
校
、
現
在
地
に
新
築

移
転
マ
市
制
五
十
周
年
記
念
式
典

判

・
ロ
マ
市
立
図
書
館
、
材
木
町
に
新
築
移
転

刊
・

4
マ
塩
田
町
合
併
(
人
口
九
二
、
O
七
九
人
)

拍

・
6
マ
海
野
町
日
曜
広
場
初
め
て
オ
ー
プ
ン

特

・
9
マ
市
民
体
育
館
完
成

特

-
H
マ
新
上
刊
橋
開
通
。
塩
田
町
合
併

・
上

田
橋
開
通
記
念
祝
賀
行
わ
れ
る

特

-
2
マ
長
野
県
上
田
合
同
庁
舎
が
完
成

灯

・
2
マ
上
国
交
通
、

真
田
傍
陽
線
廃
止

灯

・
7
マ
公
共
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
完
成
し
、

一
部
供
用
開
始
マ
第
一

回
市
民
ま
つ

り

「上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
開
催

灯

-
H
マ
上
田
消
防
会
館
完
成

特

-
4
マ
川
西
村
合
併
(
人
口

一
O
二
、
O
九
三

人
)

柑

・
6
マ
新
大
屋
橋
完
成

特

-
8
マ
信
濃
国
分
寺
史
跡
公
園
が
完
成

刊
・

5
マ
古
舟
橋
開
通

・
川
西
村
合
併
記
念
祭

柑

・
7
マ
上
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

叩

・
9
マ
上
田
市
長
期
基
本
構
想
策
定

引
・

7
マ
北
陸
新
幹
線
上
削
駅
誘
致
期
成
同
盟

会
が
発
足

昭
和
何
年

2
月
、
上
回
交
通
真
田
傍

陽
線
が
廃
止
(
北
上
田
駅
で
)

市
民
待
望
の
古
舟
橋
が
開
通

(
昭
和
的
年
5
月
)

-総

w
--
一…時

刊
ー…
轡
5
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、
司
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輯広

理璽璽圃

昭和47年 7月、第1回「上回わっ
しょいjを開催

昭和49年4月から月2回発行(タ
ブロイド判)写真は49年 5月号
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神村 猛さん
(58歳・中村)

縮
刷
版
の
発
行
を

と
か
く
広
報
と
い
え
ば
、
お
役
所

的
な
上
意
下
達
に
代
表
さ
れ
る
読
み

ず
ら
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
す
が
、

上
田
市
は
市
民
の
声
を
載
せ
た
り
、

写
真
を
豊
富
に
使

っ
て
お
り
、
読
み

や
す
く
親
し
み
が
も
て
ま
す
。
広
報

は
、
生
き
た
上
田
の
歴
史
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
千
号
発
行
を
機
会
に
、

ぜ
ひ
航
刷
版
の
発
行
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

平山美代子さん
(41歳・城北)

切
り
抜
い
て
利
用

「
お
し
ら
せ
」
な
ど
で
大
切
な
記

事
に
つ
い

て
は
、
切
り
取

っ
て
利
用

し
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
生
活
に
役

立
つ
紙
面
を
心
掛
け
て
ほ
し

い
と
思

い
ま
す
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
主
婦
岡
崎
や

お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
で
よ
く
読
ま

れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
男
性
が
興

味
を
引
く
よ
う
な
内
容
も
取
り
入
れ

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。



昭
和
日
・
6
マ
自
然
運
動
公
園
の
流
水
プ

l
ル
完
成

日
・

7
マ
人
口
十

一
万
人
達
成

日
・
旧

マ
や
ま
び
こ
国
体
開
催

M
-
8
マ
上
田
市
民
窓
章
・
市
木
・
市
花
制
定

M
・
ハ

マ
鎌
倉
市
・
上
越
市

・
出
石
町
と
姉
妹

都
市
に

マ
市
制
六
十
周
年
記
念
式
典

日
・

7
マ
信
濃
国
分
寺
資
料
館
が
完
成

日
・
9
マ
自
然
運
動
公
園
総
合
体
育
館
が
完
成

日
・
川
マ
新
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

日
・

7
マ
浅
間
山
ろ
く
広
域
農
道
の
上
田
市
分

が
開
通

日
・

4
マ
交
通
渋
滞
解
消
運
動
が
ス
タ
ー
ト

印
・
川
マ
上
田
築
城
四
百
年
祭
記
念
式
典

日
・

4
マ
南
小
学
校
が
開
校
マ
福
祉
会
館
完
成

問
・

9
マ
上
田
市
観
光
会
館
完
成

ω
・
5
マ
小
牧
橋
開
通
式

ω
・
6
マ
上
田
市
文
化
セ

ン
タ
ー
完
成
マ
第
二

次
上
田
市
長
期
基
本
構
想
が
決
定

ω
・
リ

マ
上
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
完
成

的
・
ロ
マ
市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場
完
成

引
・

l
マ
上
田
創
造
館
オ
ー
プ
ン

引
・

2
マ
東
塩
田
林
間
工
業
団
地
の
第

一
工
区

完
成

削
・

3
マ
上
田
地
域
が
テ
レ
ト
ピ
ア
構
想
の
モ

デ
ル
都
市
に
指
定

回
・

4
マ
秋
和
上
堀
線
が
全
線
開
通
マ
山
林
火

災
が
二
か
所
(
住
吉
と
東
山
地
籍
)

で
発
生

位

-
6
マ
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
完
成

位

-
8
マ
上
田
高
校
、

夏
の
全
国
高
校
野
球
大

会
に
三
十
年
ぶ
り
に
出
場

回
・
ロ
マ
浅
間
地
域
が
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
に
指
定

上
回
築
城
四
百
年
祭
で
行
わ
れ
た

真
田
武
者
行
列
(
昭
和
問
年
日
月
)

380mと市内最長の小牧橋が開通(昭和60年5月)

昭和50年8月から 95判に
(写真は53年10月号)
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‘上田市の人口が11万人に(昭和53年7月)

V市内倉升に上回創造館が開館
(昭和61年 1月)

太田厚さん
(26歳・諏訪部)

広
報
も
視
覚
化
の
時
代

議
会
や
財
政
状
況
の
記
事
な
ど
は
、

市
政
の
概
要
が
わ
か
り
、
勉
強
に
な

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、

若
い
人
た
ち
の
い

ろ
い
ろ
な
意
見
を
ど
ん
ど
ん
取
り
入

れ
ら
れ
る
よ
う
な
広
報
紙
を
目
指
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
目

に
訴
え
る
紙
面
作
り
も
大
切
な
要
素
。

写
真
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
し
絵
や
カ
ッ
ト

を
充
実
さ
せ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ν
ト
し

、415
惨

さ削

蜘

一へ
福
岡

吾
出

，b叱
伺
副
司

金
偏

，t駅Y
平
品
可

畑
歳

J

E

古
臼

啓
発
記
事
の
掲
載
も
大
切

日
ご
ろ
か
ら
広
報
に
は
関
心
を
持

っ
て
い
ま
す
。
表
紙
写
真
の
子
ど
も

を
対
象
に
し
た
も
の
は
、
ほ
ほ
え
ま

し
く
好
感
が
も
て
ま
す
。
ま
た
、
転

入
者
に
聞
く
の
連
載
は
、

外
か
ら
見

た
上
田
の
姿
が
素
直
に
語
ら
れ
て
お

り
参
考
に
な
り
ま
す
。
犬
の
飼
育
、

ゴ
ミ
の
出
し
方
な
ど
、
最
低
限
の
マ

ナ
ー
を
守
る
啓
発
記
事
を
掲
載
す
る

こ
と
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

[7]広報うえだ 63.2.1 



d

柳川ゆ増
r
J

行政と市民の皆さんのパイプ役としての「広報

うえだ」が、本号で 1，000号を迎えました。現在、

市からのお知らせとともに、皆さんの声を取り入

れるなどして、親しまれる紙面作りを目指してい

ます。

この1，000号を機に、さらに皆さんに広報への関

心を深めていただくため、広報紙ができ上がるま

での過程を紹介します。今後も「広報うえだJを

よりいっそうご愛読いただくようお願いします。

毎号の企画を広報委員会 (委

員は、職員のうち、各部代表の

11人)で決定します。 、、企画も

のかや各課から依頼された原稿

を中心に、何を、どう載せるか

検討します。 すべては企画で決

まります。

ゆ

函
企醇ilが決まると、 J欠は資料集め。

担当献と打ち合わせをしたり、市内

外地へ必要な写真を撮りに出かけま

す。また、いろいろな人の語、見など

を聞いて、できるだけ市民登場を心

掛けています。

(8J 広叛うえ万 63.2.1 

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
ま
で

Jま
~ 

、』ーー

う
し
て
作
ら
れ
ま
す



印刷された広報紙は、市役所で各

自治会ごとにこん包され、自治会長

に届けられます。

小

指定通りに掲載されている

か、文字の誤りはないか、チ

ェックしていきます。再校、

三校と念入りに。

この1'1 業は 、 ~IJ刷所の仕事。写他

(:与:u-fIt'i宇)は、写真の原野11.で印回|

紙に文;了:を');)1:き1，jけていきます。引
像したものを台紙に貼 リ込み、コピ

ーして十交11:.に。

[9J広報うえだ 63.2.1 

建ミ

台紙織影 したフィルムと写真版

フィルムを合成焼き付けして、レ

イアウト通りの製版フィルムを作

ります。これを刷版に焼き付けて

1'11刷準備が完了。 B2半Ijのオフセ

ット印刷で、毎回37，000部を印刷

しています(月 2回)。

取材した内容を盤酬して、原稿月j

紙にまとめていきます。机の上は資

料や苦!:き長iじの原稿用紙でいっぱし、

応l 干.I~'Jができたら、文書どや写真など

をf上卜がりと同じ大きさで、レイア

ウ ト月l紙に配置します。凡やすい紙

百liとなるよう、ここが工夫の場。

p -
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市
県
民
税
・
所
得
税
の

申
告
は

今
年
も
、
市
県
民
税
・
所
得
税
確

定
な
ど
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時

期
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
中
の
収
入
金
額
と

必
要
経
費
を
計
算
し
て
、
二
月
十
六

日
附
か
ら

三
月
十
五
日
附
ま
で
に
、

必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
例
年
、

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
受
付
窓

口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
な
る
べ
く

早
め
に
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。
期
間

内
に
申
告
を

τな
い
と
き
は
、
不
利

な
取
り
扱
い
を
受
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

出
張
相
談
の
ご
利
用
を

下
表
の

日
程
で
出
張
相
談
を
行
い

ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
へ
お
出
か
け

お
早
め

期
限
間
近
は
混
雑
し
ま
す
/

く
だ
さ
い
。

こ
の
出
張
会
場
で
申
告
で
き
な
か

っ
た
人
は
、
市
役
所
市
民
税
課
で
一一
一

月
十
五
日
ま
で
の
期
間
中
、
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
(
土

曜
日
は
午
前
中
)
に
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

-
お
願

い

出
張
相
談
該
当
地
区
の
か
た

℃
き
る
だ
け
出
張
相
談
日
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
該

当
地
区
の
人
は
、
そ
の
当
日
は

市
役
所
で
の
申
告
は
ご
遠
慮
願

い
ま
す
。

市
県
民
税
の
申
告

今
回
の

「広
報
う
え
だ
」
と
い
っ

し
ょ
に
、
自
治
会
を
通
じ
て
お
配
り

し
た
「
市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
」

「市
県
民
税
申
告
書
」
の
内
容
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
書
類
が
不
足
す
る
場
合
な

ど
は
、
市
役
所
市
民
税
諜
ま
た
は
各

支
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人

マ

一
つ
の
事
業
所
か
ら
の
給
与
所
得

だ
け
の
人
で
、
そ
の
勤
務
先
の
事

業
所
か
ら
市
役
所

へ
給
与
支
払
報

告
書
が
提
出
さ

れ

て

い

る

人

接

マ
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た

人

間

こ
の
ほ
か
の
人
は
、
所
得
の
多
少
撒

に
関
係
な
く
申
告
が
必
要
で
す
。
例

動

、えば、

二
つ
以
上
の
事
業
所
か
ら
給

出

与
を
受
け
て
い
る
人
、
給
与
の
ほ
か

特

に
年
金
や
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
る

人
、
給
与
の
ほ
か
に
農
業
所
得
や
不

動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告

昭
和
六
十
二
年
中
の

一
年
間
に
得

た
す
べ
て
の
所
得
に
つ

い
て
計
算
し

た
所
得
税
額
が
、
源
泉
徴
収
や
予
定

納
税
で
す
で
に
納
め
た
税
金
と
比
べ

て
、
過
不
足
を
精
算
す
る
手
続
き
が

確
定
申
告
で
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人

次
の
人
は
、
上
国
税
務
署
ま
た
は

市
役
所
市
民
税
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

マ
年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
以
外
の
給

与
の
収
入
金
額
と
、
そ
の
ほ
か
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円

を
超
え
る
人

マ
給
与
所
得
の
ほ
か
に
配
当
、
家
賃
、

町

営
業
所
得
、
農
業
所
得
な
ど
の
所
付

得
金
額
が

二
十
万
円
を
超
え
る
人

l

・

な
お
、
確
定
申
告
用
紙
は
、
税
務

山

署
か
ら
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
が
、
確

引

定
申
告
が
必
要
な
人
で
用
紙
が
届
か

あ

な
い
場
合
は
、
上
国
税
務
署
ま
た
は

丹

市
役
所
市
民
税
課
の
窓
口
へ
お
申
し

広

出
く
だ
さ
い
。

※
営
業
所
得
者
、
譲
渡
所
得
者
、
青

色
申
告
者
、
雑
損
控
除
の
あ
る
人
は
、

上
田
税
務
署
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

市
民
税
課
第
一
係
官
⑫

4
1
0

0
内
線
2
3
1
・2
3
2
、
有

線
②
0
6
1
1

地 区名 会場名 '豆 付円

下本郷・中野・E加・東五加
塩問解放 会 館 2月17日(小)I 

-上本郷・学海南・学海北

上小島・下小品・保野
t民間解放 会 館 2月18EI (刻

舞問 ・八世'Jf..八木沢

盟虫・ 殿 J成 農村環岐改善センター 2月19日ω
塩田新PIT・十人・手塚

四 I民間 会 館i 2月22日開)
東前山 ・jL[j前山

平井寺 ・鈴 f・桜
東温111老人集会所 2月23日(刈

石神 ・柳沢 ・下之郷

下組 .rl'k;且・奈良尾 j及協 富士IIJ支所 2J~ 24 1] (本)

別所 ・野倉 ・山Iflキ目 l品 f羽 2月25日(柑

宇'1'
科 上聞 が 丘公民館 2月26日働

iili 里 )11 西 支 所 2月29日何)

q回、来一 ・ ~ー~ Y4i 川 西 公民館 3月1日ω

J成下・ 泉問 ・川辺
上 111 創造館 3月2日附

城市 解 放 会 館 3月3日付申

'1'1' JI! 農協和1'川 支所 3月4日働

塩 尻 塩尻地区公民館 3月7 FIけ引

※受付時聞は、いずれも午前9時30分から午後4時まで。



aE・初主調路区~且冒'IiIi週-

スパイク装着率

lB~減少

減
つ
だ
装
着
率

一
月
十
二
日
、
市
で
行

っ
た
ス

パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
装
着
率
は
全
市
平
均
で

六
O

%
で
し
た
(
表
①
三
こ
れ
は
、

昨
年
度
の
七
八
%
を
大
き
く
下
回
り
、

雪
が
少
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
も
「
脱

ス
パ

イ
ク
」
が
一皆
さ
ん
に
理
解
さ
れ
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
成
果
と
思
わ
れ

ま
す
。し
か
し
、
十
二
月
初
旬
の
積
雪
で

早
く
か
ら
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
が
使
用

さ
れ
て
い
る
た
め
、
十
二
月
の
粉
じ

ん
(
降
下
ば
い
じ
ん
)
の
量
は
、
十

一
月
の
十
倍
に
も
達
し
て
お
り
、
き

れ
い
な
街
に
は
程
遠
い
状
態
で
す
(
表

②)。

新しい粉じん収集車(同型車)による道路清掃

肺
に
も
影
響
が

道
路
粉
じ
ん
の
健
康
へ
の
影
響
は
、

目

・
耳

・
鼻
だ
け
で
な
く
、
肺
に
も

お
よ
ん
で
い
ま
す
。
肺
磁
界
測
定
に

よ
る
追
跡
調
査
で
は
、
道
路
粉
じ
ん

の
影
響
が
大
き
い
人
た
ち
の
場
合
、

冬
期
間
に
吸
い
こ
ま
れ
た
粉
じ
ん
は
、

体
外
に
十
分
排
出
さ
れ
な
い
う
ち
に

次
の
冬
を
迎
え
、
年
ご
と
に
肺
に
蓄

積
し
て

い
く
可
能
性
を
示
し
て
お
り

(
表
③
)
、

長
期
的
に
肺
疾
患
の
恐
れ

が
あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
松
本
市
の
調
査
で
は
、
車

の
窓
を
閉
め
て
走
っ
て
も
、

外
の
粉

じ
ん
の
約
八
割
が
車
内
に
入
る
こ
と

が
わ
か
円
y

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
歩
行

者
や
道
路
沿
い
の
住
民
だ
け
で
な
く
、

ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
も
健
康
の
被
害
を

受
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

み
ん
な
の
健
康
、
そ
し
て
自
分
自

身
の
健
康
を
守
る
た
め
、

雪
の
な
い

道
路
で
は
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
を
使
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
粉
じ
ん
を
軽
減
す
る
た
め
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
道
路
清
掃
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

※
肺
磁
界
測
定
装
置
に
よ
る
調
査
と

は
:
道
路
粉
じ
ん
の
中
に
鉄
な
ど
の

磁
性
物
質
か
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

着
目
し
、
肺
内
の
磁
性
物
質
に
磁
力

を
与
え
、
そ
の
磁
界
を
測
定
す
る
こ

と
で
、
肺
内
に
道
路
粉
じ
ん
が
般
入

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
も

の
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内

線

3
0
1
)
、ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
ピ

ン
抜
き
機
を
お
貸
し
し
て

い
ま
す
。

スパイクタイヤ装着率(ー卜出市制査)

長11;1 歪i'場所 62年1月12日 63正下1月12日

国道 18号(秋和) 70% 60% 

国道 18号(匡| 分) 79% 54% 

国道 144号(住 吉) 81% 70% 

広域農 道(古皇) 78% 61% 

匡|道 143号(上田原) 84% 61% 

平 EJ 78% 60% 

表①表② 降下ばいじん量 U_lIli-li制査)

( t /km .30日) 29.9 

一一23.0一一一縦一一一22.3一一一一隠し

20卜-1

肺磁界測定による
粉じん追跡調査(東北大'干割れ)

表③

か
人
笹
川叫
影
7

4

の

一

一
ん
ル

一
ド
トv
h
ノ

一一紛

い

↑
跡
む
道
少

か
人

m
E
Q
J
 

3
3
 

影
フ

4

の

一

一
ん
ル

-
t
レ

h
ノ

-
粉
L

F

路
き
道
大

力磁柿

0.036 Y 

0.034+ 

0.035 ! 

0.095 _，JJ 

0(" 0.051 

、日日72

0.10 0.05 

59年
3月

60年
3月

10月

t t 12 

国分

t 1 12 

古里

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
飯
島
龍
子
様
(
上
鍛
冶
町
)
電
気

肩
も
み
器

一
台

高

齢

者
福
祉
セ
ン

タ
ー

へ

マ
テ
レ
ビ
信
州
様

電
動
車
い
す

一

台
身
体
障
害
者
貸
し
出
し
用
に

マ
地
域
バ
ザ

l
ル
実
行
委
員
会
様

五
千
円
報
恩
寮
へ

マ
阿
蘇
哲
様
(
東
京
都
新
宿
区
)
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

一
個

礼

児

院

へ

マ
神
津
道
子
様
(
丸
子
町
)

手
編
み

チ
ョ
ッ
キ
六
枚

礼

児

院

へ

11 t 2 

御所

11 12 

tk辛口

(月 ) 1 t 12 

(1晶iih) 市役所

[11】広報うえだ 63.2.1 



晴れやか

新成人
1月15日、市民会館で仔われた

成人式には、 1，200人を越える若者

が参加しました。振りそでなどの

晴れ着姿が目立ちましたが、この

日はあいにくの小間模様。足もと

に気をつかう光景も-。会場で祝

福のことばを受けました。

もうじき焼けるよ

. .まゆ玉
昔から伝わる 「どんど焼きJが 1

月15日、市内各地で行われました。

この行事は、焼いたまゆ王(米の粉

をまるめたもの)を食べて、 4!1，~病怠

災を祈るもの。主役は、なんといっ

ても子どもたち。寒さを忘れて、楽

しんでいました(写真は川辺町で)。

広報うえ岩'63.2.1 [12] 

長
野
県
学
生
寮

入
寮
者
を
募
集

マ
所
在
地

崎
玉
県
浦
和
市
マ

募

集

人

員

①

四
年
制
以
上

の
大
学

に
昭
和
六
十
三
年
度
新
入
の
男
子
五

十
人
程
度
②
上
記
以
外
で
各
種
専
門

学
校
生
な
ど
の
男
子
若
干
名
マ
申

込
資
格

長
野
県
出
身
者
で
六
十
三

年
度
大
学

・
短
大
、
各
種
専
門
学
校
、

も
し
く
は
大
学
予
備
校
新
入
生
ま
た

は
存
学
生

(
夜
間
部
を
除
く
)
マ
寮

費

月

額

一
万
二
千
円
。
入
寮
費
と

し
て
三
万

円

(
二
年
分
)
。
マ
申
し

込
み

二
月

一
日
か
ら
同
二
十
九
日

ま
で
に
県
庁
住
宅
課
内
学
生
事
務
局

へ
。
申
込
用
紙
は
、
上
小
地
方
事
務

所
建
築
課
に
あ
り
ま
す
。
マ
問
い
合

わ
せ

学
生
寮
事
務
局

(宮

0
2
6

2
@
o
l
-
-
内
線

2
8
6
5
)
か

上
小
地
方
事
務
所
建
築
課
(
宮
⑫
1

2
6
0
)
へ。

マ
と
き

三
月
十
三
日
間
午
後
三

時

(
一
回
目
)
、
午
後
七
時
(
二
回
目
)

マ
と
こ
ろ
同
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

マ
内
容

星
や
ス
ラ
イ
ド
を
投
影
し

な
が
ら
音
楽
鑑
賞

(
C
D
)
を
し
ま

す

マ
入
場
料

三
百
円

マ

対

象

小
学
生
以
上
(
中
学
生
以
下
は
、
保

上
田
創
造
館

星
空
コ
ン
サ
ー
ト



⑬ 転入者に聞く

武田真知子さん

(33歳・倉升)

プロ顔負け?のばちさばき

塩田公民館で 「和太鼓教室Jが 1月20

日から始まりました。親子連れなど25人

の参加者は、最初は宮太鼓を前にしてや

や緊張気味。講師から手ほどきを受けて

いくうちに慣れてきたようです。ばちを

取るチビッコたちの姿が、なかなかきま

になっていました。

天
気
が
安
定
・
:
住
み
や
す
い

武
田
さ
ん
は
、
ご
主
人
の
転
勤
で

咋
年

一
月
、
福
島
市
か
ら
上
田
市
へ

転
入
さ
れ
ま
し
た
。
家
族
は
、
ご
主

人
と
子
ど
も
さ
ん

一
人
の
三
人
で
す
。

|

|
上
田
市
の
第
一
印
象
は
。

長
野
県
と
い
え
ば
、
長
野
市
や
松

本
市
の
印
象
が
強
く
、
こ
ち
ら
に
来

る
ま
で
上
回
と
い
う
名
前
も
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
実
際
に
住
ん
で
み
る

と、

山
に
固
ま
れ
、

川

(千
曲
川
)

が
流
れ
て
い
る
と
い
っ
た
風
景
が
福

島
市
と
似
て
い
る
の
で
、
気
に
入
り

あ

」

く

ま

ま
し
た
。
福
島
に
も
阿
武
隈
川
と
い

う
大
き
な
川
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

|
|

住
ん
で
み
て
ど
う
で
す
か
。

上
回
に
住
ん
で
、
ち
ょ
う
ど

一
年

に
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
日
照
時
間

が
長
く
、
天
気
が
安
定
し
て
い
る
の

で
、
と
て
も
住
み
や
す
い
所
だ
と
思

い
ま
す
。

家
の
近
く
に
上
回
創
造
館
と
長
池

公
聞
が
あ
り
、
子
ど
も
(
一
歳
)
を

連
れ
て
よ
く
遊
び
に
行
き
ま
す
。
ど

ち
ら
も
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、

りりしく 、頼も しく ・・・

今年も上回市消防出初め式が、 1月17

日に行われました。消防団員や婦人消防

隊など約2.000人が参加。市中パレー ドで

は、まとい上げやはしご乗りが被露され、

市民の目をヲ I ~ 、ていました。

安
心
し
て
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

近
所
の
方
が
皆
さ
ん
親
切
で
、

特
に
年
輩
の
方
は
お
茶
や
食
事
に

誘
っ
て
く
れ
ま
す
。
周
り
に
親
せ

き
や
友
人
が
い
な
い
私
に
と
っ
て
、

そ
ん
な
時
は
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
ね
。

|

|
市
政
に
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
。

福
島
へ
帰
省
す
る
の
に
、
東
北

自
動
車
道
ま
で
は

一
般
国
道
を
走

る
た
め
、
六
時
間
も
か
か
り
ま
す
。

や
は
り
高
速
道
が
あ
れ
ば
・・
・
と
思

い
ま
す
。
上
田
市
の
発
展
の
た
め

に
も
、
高
速
道
の
早
期
建
設
を
望

み
ま
す
。

諮
者
同
伴
で
)
マ
申
し
込
み

二
月

十
日
附
か
ら
電
話
で
同
館
(
宮
⑫
1

1
1
1
)
へ
。
定
員
(
各
回
と
も
百

二
十
人
)
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。上

小
高
等
職
業
訓
練
校

パ
ソ

コ
ン
、
和
裁
を

始
め
た
い
か
た

-パ

ソ
コ
ン

マ
期
間

四
月
か
ら

一
年

間

マ

時
間

A
コ
ー
ス
H

火

・
金
曜
日
、

B
コ
l
ス
リ
月
・
水
曜
日
い
ず
れ

も
午
後
六
時
か
ら
九
時
ま
で

マ
定

員

六
十

人

(
雇
用
保
険
加
入
者
)

・
和
裁
マ
資
格

健
康
で
和
裁
の
勉
強
を

し
た
い
人

マ
期
間

四
月
か
ら
二

年
間
(
火
・
木
曜
日
の
週
二
回
)
、
時

間
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

・
問
い
合
わ
せ

同

校

(
宮
⑫

2
6

6
6
)
へ。

日3J広報うえだ63.2.

今月の「家庭の日」
2月21日(日)です
市では、家庭の大切さを

認識していただくため、毎

月第3日曜日を「家庭の日」

と定め、明るい家庭づくり

運動を進めています。

[>青少年課(内線681)

7 



市
役
所
の
代
表
電
話

r
(
n
)
4
1
0
0

一
部
変
更
し
ま
す

都
市
計
画
の
用
途
地
域

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
県
の
指
導
で
進
め
て
き
た
用
途

地
域
変
更
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
変
更
案
は
、
六
十
一
年
度
実

施
し
た
建
物
用
途
別
調
査
、
土
地
利

用
調
査
な
ど
基
礎
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
お
お
む
ね
十
年
後
の
市
の
発

展
、
土
地
利
用
の
動
向
な
ど
を
考
え

合
わ
せ
て
立
案
し
た
も
の
で
す
。

現
行
用
途
地
城
は
、
四
十
八
年
に

指
定
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

社
会
情
勢
の
変
化
や
現
在
進
め
ら
れ

て
い
る
都
市
計
画
事
業
、
公
営
住
宅

の
建
替
計
画
な
ど
に
合
わ
せ
、
次
の

地
区
を
現
行
用
途
地
域
の
範
囲
内
で

変
更
す
る
も
の
で
す
。

I也田 幸庁
区、屋

の.:11二
各天緑
一 神が
部町丘
お、、

よ上大
ぴ堀手
プミ 、岡丁
十踏
年入常

開
通
し
た
城
下
地
区
の
「
川
辺

町
国
分
線
」
沿
い
な
ど
八
か
所

用
途
地
域
の
変
更
決
定
は
、
県
知

事
が
行
い
ま
す
が
、

詳
し
い
変
更
案

図
(
縮
尺
二
万
分
の
こ
は
都
市
計

画
課
に
備
、
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
近
い
将
来
予
想
さ
れ
る
高

速
道
、
新
幹
線
な
ど
の
高
速
交
通
網

時
代
に
は
、
用
途
地
域
の
拡
大
も
合

め
た
大
幅
な
見
直
し
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
都
市
計
画
課
で

は
、
引
き
続
き
見
直
し
の
た
め
の
調

査
を
行
い
た
い
と
考
、
え
て

い
ま
す
0

・
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課

(内

線

3
5
5
)

老
齢
年
金

支
払
い
が
年
6
固
に

旧
国
民
年
金
法
に
よ
る
老
齢
年
金

の
支
払
月
は
、

三
月
・
六
月
・
九
月
・

十
二
月
の
年
四
回
で
し
た
が
、
今
年

一
一月
か
ら
二
月
・
四
月
・
六
月
・
八

月
・
十
月

・
十
二
月
の
六
回
に
変
わ

り
ま
す
。
ま
た
、
支
払
日
も
十
五
日

に
な
り
ま
す
。

対
象
者
は
、
①
大
正
十
五
年
四
月

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
②
旧
国
へ

民
年
金
法
の
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
い

る
人
か
、
受
給
権
の
あ
る
人
で
す
。
一

こ
の
改
正
は
、
支
払
回
数
を
増
や
μ

し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
に
こ
た
え

一
上
田
保
健
所
で
は
、
婚
約
中
の
皆

た
も
の
で
、
他
の
年
金
も
徐
々
に
支
凡
さ
ん
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
開
催

払
回
数
が
増
え
る
予
定
で
す
。
な
お
、
〉
し
ま
す
。
お
二
人
で
ご
参
加
く
だ
さ

支
払
回
数
が
増
、
え
た
こ
と
に
よ
り
、
川
い
。

一
回
当
た
り
の
支
払
額
は
少
な
く
な
~
マ
と
ニ

ろ

働

く
婦
人
の
家
(
材

り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。
…
木
阿
一
)
マ
費
用
テ
キ
ス
ト
代
五

・
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
(
内
…
百
円
、
血
液
検
査
料
千
六
百
四
十
円

線
2
8
4
)

…
マ
申
し
込
み

二
月
二
十
日
出
ま
で

(
に
上
田
保
健
所
(
宮
⑫
1
2
6
0
内

川
線
2
3
4
)

へ
電
話
で
ど
う
ぞ
。
マ

一
そ
の
他

当
日
、
コ
ー
ヒ
ー
を
用
意

…
し
ま
す
。
軽
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

…は
ほ
片
品
同
|

一

井

エ

/
E

一

刑

民

一

一
一

附
を

一
峨

一

川

一

の

卓

一
J

ん

一

わ

川
一

吠

主

油

引

一
U

U

一
ご
男

J

一一
K

つ

一
庭
い

川
一
日
目
J

則

一

時

庭

一

家
つ

~
一
け
謝
サ

一
治
家

」
一
る
に

山
一
九九
サ
く
一
価
戸
1

造

一
て
画

-

4

L

'

-
bar

吉

川リ

-

〓

ト

a

一
一
民
叫
川

一
部
付

。純

一
計
断

…
一
州

哩

明

一
郎

噌

町
L

一

山

味

川一

式
演
義

一
住
演
悶
一
演
義
式

川

一

説
再

一

泊
叫

一

温
情

川

九
一
関
論
議

一
一
船
講
映
一
講
議
問

一
一2
月
初
日
働

一3
月
1
日

ω一3
月
日
日
働

…
一
第
1
回

一
号

白

一
第
3
回

一
刻
剛
町
削
組
副
引
制
削
船
引
刷
出
判

〈
分
か
ら
八
時
四
十
分
ま
で

支 払 日

年金の種類 支 払期月 郵便局(簡易郵便局含む)
金融機関

窓口払 口座振込

老齢年金 2月，4月，6月，8月，10月，12月 15日 15日 15日

通算老齢年金 2月， 5月， 8月，11月 6日 14日 6日

l日 障害年金

拠出年金 母子年金

i:t 準母子年金 3月， 6月， 9月， 12月 上旬 上旬 上旬

遺児年金

募締年金

福祉年金 老齢福祉年金 4月， 8月，12月(11月)v 11日v 
老齢基礎年金 1日 11日 1日

障害基礎年金

新 (旧福祉年金からの裁定答含む)
21'1.5月，8月，11月 11日 11日 11日

法 遺族基礎年金

(旧福祉年金からの裁定替含む)

'#折}年金

(63年2月現在)国民年金の支払期日

婚
約
中
の
お
二
人

結
婚
セ
ミ
ナ
ー
へ
ど
う
ぞ

広報うえ定 63.2.1 [14] 

」



行
政
相
談
の
会
場
が

変
更
に
な
り
ま
す

毎
月
第
二
月
曜
日
に
開
催
し
て
い

る
行
政
相
談
は
、

二
月
の
相
談
日
か

ら
会
場
が

「上
田
西
武
」
に
変
わ
り

ま
す
。
役
所
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
つ
い
て
、

苦
情
や
要
望
、
意
見

な
ど
を
お
持
ち
の
か
た
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
、
秘
密

を
守
り
無
料
で
す
。

〈
今
月
の
相
談
日
〉
マ
と
き

二
月

八
日
叩
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

マ
と
こ
ろ

上
田
西
武

保健予防課

(内線289)

三種混合予防接種

保健コーナー

-
問
い
合
わ
せ

線
3
0
3
)

l 生
活
環
境
課
(
内

訪
問
販
売
な
ど

被
害
防
止
の
定
め
の

消
費
生
活
講
座

一
一月
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
受

講
料
は
無
料
。

マ
と
き

二
月
十
日
附
、
同
二
十

四
日
附
い
ず
れ
も
午
後
七
時
か
ら

九
時

マ

と
こ
ろ

塩
田
公
民
館

マ
テ

l
マ

訪
問
販
売
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
防
止
の
た
め
に

マ
講
師

十

日
は
市
職
員
、
二
十
四
日
は
土
屋
準

弁
護
士

マ
そ
の
他

二
回
続
け
て

参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内

線

3
0
1
)

市

へ
の
物
品
納
入

「
見
積
参
加
願
」
の
提
出

業
概
要
調
書

③
事
業
経
歴
書

④

一

納
税
証
明
書

(事
業
税
、
市
町
村
民

川

税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、

…

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
)

句

の
原
本
各

一
通

マ
そ
の
他

指
定
一

婦
人
の
地
位
と
福
祉
の
向
上
を
図

用
紙
は

一
月
か
ら
管
財
課
で
お
渡
し

川
る
た
め
、
上
岡
市
の
婦
人
団
体
が
中

し
て
い
ま
す
0

・
問
い
合
わ
せ

管
一

心
と
な
り
、
次
に
よ
り

「
羽
上
田
市

財
課

(内
線
2
5
5
)

山
婦
人
問
題
市
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催

一
し
ま
す
。
多
数
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

二
月
二
十
日
出
午
後

一

一
時
か
ら
四

時

マ

と
こ
ろ

市
文
化

…
セ
ン
タ
ー

(
材
木
町

二

マ
内
容

川
コ
ー
ラ
ス
、
講
演

「男
女
共
同
参
加

川
を
め
ざ
し
て
」

(
フ
リ
l
ジ
ャ

l
ナ

~
リ
ス
ト
有
馬
真
喜
子
さ
ん
)
マ
そ
の

…
他

託
児
希
望
者
は
、事
前
に
社
会
課

…
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
保
母
が
お

い
預
り
し
ま
す
0

・
問
い
合
わ
せ

社

…
会
諜

(
内
線
3
7
8
)

実施日
42〉2E• 場 名 対象地区

2凶目 3回目

上回市保健セ ンタ ー 2 3 

(市役所前庁舎2階)
月 月 京音li.~Wj;'地 12<
12 4 
日 日

J. !I'fが丘公民館 倫) (金) 和l'利-m民u也1><
1. HI市保健セ ンター 2 3 

中央;・北部地|豆
(ili 役所rHJ'i'舎2陥) 月 月

16 8 
十'1' }II J也 1><相l'川 地 区公 民館

日 日

川 辺 町 会 館 (刈 l!kl 川辺・ ょに1m也12<

J 別 rl if~飽セ ン ター 2 3 

(市役所rtifj合 2附)
月 月 再j音li• i!.4部地12.<:
17 9 
日 日

城卜 I也 l丘三 好 111) 会 館 (水) (ホ)

!.l.¥. [11十jt イ 世II康 2 3 

セ ンタ ー
月 月 tj，，t 111 J也 12.<
23 15 
日 日

川凶相会制羽|センター 1*) 1*) 川 凶 J也わ〈

l'.Blrli保健セ ンタ ー 4/5 京音li・耐音li.'I'9!:・」じ昔li.凶剖;

(予 備 日) 1*) 且Uî;'. t'I'科 ・ 和l'川 ・ J~~~ JjtJJ: j也 I?(

I.HI市保健セ ンター 4/8 械+ド・川辺・Jt削・出1:11・川西地区
(予 備 日) 倫)

62年度(後期)三種混合予防接種目程表

昭
和
六
十
三
年
度
、

市

へ
物
品
の

納
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

「見
積
参

加
願
」
が
必
要
で
す
の
で
、
次
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
提
出
期
限

二
月

一
日
間
か
ら

同
二
十
九
日
刊
ま
で

マ

提
出
先

管
財
課
(
市
役
所
本
庁
舎
三
階
)

マ

必
要
書
類

①
見
積
参
加
願

②

営

※受付時聞はいずれも午後l時30分から2時30分まで。

※駐車場がil'tみ合いますので、車での来庁はなるべくご遠慮ください。

「婦
人
問
題
市
民
の

つ
ど
い
」
を
開
催

講
師
の

有
馬
真
喜
子
さ
ん

日5]広報うえだ63.2.1 

三種混合予防接種を別表のとおり行います。な

お、 1月に 1期 1回 目を接種できなかったお子さ

んも、予備日まで含めますと 3回できますのでお

受けください。

詳 しくは、 1月 1日付け「広報うえだJをご覧
ください。

|レ町函
|肥土j冨「一一「

]目白出IL

会 場案 内図



や
め
よ
う
/

歩
道
の
自
転
車
通
行

最
近
、
混
雑
し
た
歩
道
で
自
転
車

の
利
用
者
と
歩
行
者
(
特
に
お
年
寄

り
)
と
が
、
接
触
し
転
倒
す
る
な
ど
の

事
故
が
増
、
え
て

い
ま
す
。

「歩
道
」
は
、
歩
行
者
の
専
用
道
路

で
す
。
自
転
車
に
乗
っ
て
通
行
で
き

る
歩
道
は
、
公
安
委
員
会
で
指
定
さ

れ
て
お
り
(
下
表
)
、
そ
れ
以
外
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
の
商
底
街

の
歩
道
は
、
自
転
車
で
通
行
す
る
こ

と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

十
二
月
届
け
出
分

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

竹

下

新

市

さ

ん

山

田

高
島
美
代
子

さ

ん

上

沢

長
崎
桂
造
さ
ん

北
常
国

笹

平

直

嘉

さ

ん

吉

田

青
木

ユ
キ
子
さ
ん

鎌

原

荒

井

厚

子

さ

ん

野

倉

島

田

政

治

さ

ん

鍛

治

町

宮
原
正
義
さ
ん
上
川
原
柳
町

注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
転
車
で
通
行
が
認
め
ら

国道 18 号 生塚交差点ー上川原材11交差点

国道 141 号 鷹匠町 交差点一 国分交差点

11 新聞交差点上回郵便局日ii交差点

国道 143 号 上回駅前交差点一三好町交差点

県道上聞一丸子 生 f車交差点 三 好 IIIT交差点

市道秋ねlー と.tÆ~ 上回西武交差点 古:ftl情交差点 |

市道大手町一下郷 市役所交差点 上回公園前交差点 |

歩道を自転車通行できる道路

七七 三 六六七四八
四四 O 六 三 四五一

栗
林
博
さ
ん

中
村
植
さ
ん

深
町

廃
さ
ん

渡
辺
隣
太
郎
さ
ん

長
沢
桂
さ
ん

桜
井
喜
金
さ
ん

山
崎
好
雄
さ
ん

佐
藤
晴
子
さ
ん

小
池

寿
さ
ん

斉
藤
勝
夫
さ
ん

山
岸
久
さ
ん

滝
沢
愛
子
さ
ん

宮
尾
し
ん
さ
ん

宮
原
高
明
さ
ん

池
田
く
に
子
さ
ん

中
田
登
羅
尾
さ
ん

踏

入
新

田

金

井

諏
訪
形

神

畑

北
常
田

新

田

新

屋

中

野
十

人

下
青
木

斤
1

γ
J

立
不

問

下
紺
屋
町

柳

沢

上

堀

八
木
沢

れ
て
い
る
歩
道
で
も
歩
行
者
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
0

・
問
い
合
わ
せ

交
通
対
策
課
(
内

線

3
6
9
)

生
活
講
座
に
ご
参
加
を

マ
対
象
者
市
内
に
お
住
ま
い
か
、

市
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
女
性
マ

場

所

働

く
婦
人
の
家
(
材
木
町

二

マ
受
講
料
無
料
(
料
理
の
み
材
料

費
五
百
円
)

マ
申
し
込
み

電
話
な

ど
で
直
接
働
く
婦
人
の
家
(
宮
⑫
2

9
8
8
)

へ
。
な
お
、
水
曜
日
は
休

八七七九七八八六七五八七八八九五
八 二二三 六三 一 九八八四五 六 二 三八

西
川
秀
栄
さ
ん

内
藤
武
重
さ
ん

清
水
義
男
さ
ん

鷲
見
貞
子
さ
ん

松
沢
光
江
さ
ん

中
島
武
義
さ
ん

内
久
根
博
さ
ん

丸
山
竹
次
郎
さ
ん

宮
原
森
人
さ
ん

六
川
保
義
さ
ん

上
西
清
信
さ
ん

大
矢
隠
竹
さ
ん

高
橋
謙
次
さ
ん

田
村
ひ
、
」
さ
ん

中
村
茂
栄
さ
ん

梅
原
く
に
さ
ん

中

組
上
常
田

倉

升
木

町

吉

田

山

口

秋

和

新

田
院

内

大
久
保

浦

野
大
久
保

生

塚

常
磐
町

上
田
原

下
塩
尻

八九八七九七八八 九 八四六八 四七 六
九七 三 八七 九九 O 三二 七五 二二二 五

館
で
す
。

講座名 実 施日 定員

ユ、ノ.' ズ f本 操
2月27日(土)

30人ヤ
3月5日出

冬のスタミナ料理 2月29日何) 25人

講演 「共同社会参加と豊
3月7日開) 40人

かな家庭像Jについて

生活講座日程表生
島
弥
吉
さ
ん

関
口
新
造
さ
ん

田
中
徳

一
郎
さ
ん

古
平
衛
さ
ん

横
関
り
う
さ
ん

浜
野
節
治
さ
ん

回
口
広
い
さ
ん

宮
崎
静
子
さ
ん

小
島
忠
治
さ
ん

望
月
と
も
江
さ
ん

清
水
み
ち
さ
ん

渡
辺
福
美
さ
ん

宮
崎
テ
ル
子
さ
ん

太
田
ふ
く
さ
ん

熊
井
忠
雄
さ
ん

山
中
崎
宗
三
郎
さ
ん

仁

古

田

七

九

縁
が
丘
八
一

神

畑

八

六

同

六

九

城

北

八
九

上
常
田
八
七

横

町

八
六

小

泉

六

七

五

加

八

二

上

本

郷

五

O

北
大

手

五

三
一

福

田

五

八

上
川
原
柳
町
七
九

黒

坪

九
O

馬
場
町

八
七

下
現
尻

・
七
七 時間は各講座とも午後6時から 8時まで。

産直デー・2月16日伏)

1 [16] 

180円

広報うえだ63.2.

1ぱい 230円

85円

250円

じ〉赤魚みりん粕i責

市内産直協力!苫でお求めください。

100g 

100g 

1キx

[>一頃真だら

[>自合J東いカ、
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